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関西大学商学論集第37巻第1号 (1992年4月） (33)33 
「ソ連の自動車事情」〔2〕
井上昭
「設計技師のざんげーーなぜ自動車『タブリヤ
-1102』は四半世紀も使い古されたのか――-」
自動車工場「コムナール」設計技師
ベ・ステシェンコ CSで示す）との対談
聞き手エヌ・ミロノフ (Mで示す）
「プラウダ」 1989年4月19日号 (No.109) 
輸入品を手にすると，わたくし達はしばしば「なぜ彼らにできて，わた＜
し達にできないのか」と心の中で叫ぶことがある。いったい，できないので
あろうか，それともしたくないのであろうか。
最近，地方紙の 1つを読んで自動車工場「コムナール」の主任設計技師ベ
・ステシェンコの新発見は，再びこのことについて考えさせてくれた。「全
人生で，個人の自動車を作り出すことを空想している」＿~彼は書いている
ー「その代わりに『フィアット」を手本にするか，『フォルクスワーゲン』
に追いつくかすべきだ」と。
誰に対する侮辱か。人生への熟考された理想を具象化するための今日的構
造を妨害したり邪廃しているものは何であろうか。もしわたくし達が高い舞
台から，外国製品に負けないものを作り出すことを呼びかけているだけなら
ば……。わたくしは，ベ・ステシェンコに会おうと決意した。
以(34) 第 37巻第 1 号
(S)「これは問題の巨大な層であって，簡単には答えられない」とウラジ
ミール・ペトロビッチ・ステシェンコは話し始める。「率直に言うと， 邪魔
しているのは，やはり行政指令的システムで，それがまったく立場をゆるめ
ようとせず機能しているのですよ。
もちろん，いま，大きな指揮権を物珍しげに見ることはできる。例えば，
前自動車工業大臣のベ・ボリャコフはこぶしで机を叩いて言ったものだ。
『「フィエスタ」だけを手本にして 1つの細部の変更も許すな』とね。 もし
15年前当時に，わたくし達が『フィアット』をベースにしていたとしたら，
今ごろ，このような廃れた車が存在していたでしょうか。わたくし達がそれ
を尋ねるまでもないですね。
しかし，この車はまだ長生きできている。悪いのは，地方役人の上役たち
が落ちぶれないことですよ。彼らは任務遂行に対するすべての責任を放棄し
てしまっている。それはわたくし達の工場だけに限りませんよ。万事，見込
みで仕事をしているのであり，自動車の水準を一定に保つように努力してい
る者は高く尊敬されないのですよ。今日のみにしか評価が与えられないので
す。だから，このことから設計者が一世代，なぜその人生をたった 1つのモ
デルにしかかけないのかが理解できようというものです。わたくし達は現在
の『タプリヤー1102」モデルを， 1965年初めから製造してきました。わた＜
しの年金からみても明らかですが，四半紀たって，やっとそれは完璧な車に
なったのです。」
CM)「なぜ25年もかかったのですか」
(S)「それは12年前に提示する準備がなされたが，当時その車に匹敵する
ものがなかったのです。しかし，世界は刻一刻と進歩していて， 2年毎に新
しいモデルが登場しています。わたくし達は， 10年かかってそれを習得して
いるのですよ。」
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(M)「わたくしの考えでは，当時このようなシルエットはなかったと思う
のですが…。」
CS)「そうです。内部の類似性は産業スパイによっても指摘できないでし
ょう。普通の発達程度です。今日わたくし達はその車をある水準に保ってい
ます。いわば，それは遅れないための近代化であり，国家テストが実施され
るたびに分析結果がよくなりました。」
(M)「技術水準を保っためだけにすべてを注入する必要はないのではない
でしょうか。
市場は満たされてはいません。もう少し安くして欲しいものです。価格が
下落すれば，あと30年間，その車は売れるでしょうに。」
(S)「品質が自由市場の価値を決定するのです。」
CM)「そのことはよくわかります。でも自動車に対する需要増が，価格引
き下げ努力をさせていないのではないでしょうか。」
CS)「残念ながら，その通りです。燃料支出，ェコロジーを計算からはず
すことはできませんが…。よりよいエネルギーの証明を追求することが必要
です。人は，運転するに際しては，より安い自動車を選びます。ベンジンの
量の観点からしても， 1台よりも 2台， 3台の自動車が走った方が，いっそ
う国に利益があるのです。」
(M)「あなたの最新モデルでは， 100キロ走るのに5.6リッター費やすそう
ですね。」
CS)「1時間90キロの通常スビードで4.4リッター ， 120キロの高速走行で
36(36) 第 37巻第 1 号
6リッターです。すぐ前のモデルより40%燃費が安くなります。」
(M)「もしあなたが25年前に， 40形も燃費効率のよい経済車を提案してい
たならば，なぜ四半世紀も新モデルを開発しなかったのですか。」
(S)「わたくしが設計技師としてお答えできる質問をして下さい。どれだ
けわたくしが企画を提出してきたことか，今ではもう思い出せないほどだ。
現在製造し始めている車は1978年に完全に出来あがっていて，すべてのテ
ストもクリアーし，製造を推奨されていたのです。」
(M)「しかし少なくとも，あなたには設計技師としての自負がありますね。
『自分は新モデルを開発した，それは製造されるべきであった』と。」
CS)「もし，あなたがわたくしに対して『デモンストレーションで街頭行
進したり，あるいは総監督や次官のように大きな権力や権限を所有してい
る』ことを望んでいるのであれば，話し合いはできませんね。わたくし達は
できることすべてをしているのです，良識の範囲内でね。」
(M)「わたくしは，そのことであなたをお呼びしたのではないのです。し
かし，すべてを考えてみましょう。あなたの前の『遮断機』をとりはずして
頂けませんか。このようなことを，いつまでも続けていることはできません。
ところで，経済•生産組織の面でペレストロイカが進んでいますが，設計
技師の考えが枷からはずれるためには，何が必要だとお考えでしょうか。」
(S)「現在ペレストロイカはグラスノスチの範囲にまで及んでいます。ゎ
たくし達は日頃思っていることを議論し，自分の視点を発展させています。
ペレストロイカの経済的なメカニズムについては，いまのところまだ触れら
れておらず，昔どおり，すべてがそのままです。おそらく，次の世代か，ぁ
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るいは次の次の世代かが今日の経済改革の成果を味わうことができるでしょ
う。いまはまだ無理だ。残念ながら，行政指令的な仕事のスタイルが創作の
発展を妨害しているのがわかっているのですが，そのスタイルが変更される
可能性が少ないからです。
簡単なことから始める必要がある。つまり各人が自分の仕事をしなければ
ならない，ということです。わたくし達のところでは，皆が自分の仕事をし
ないという習慣がついてしまった。設計技師は，いつも最後になるのだが…。
企業の首脳部も他に方法がないから，別の手法で今日の仕事を消化する，と
いうことはわたくしにもよくわかります。ここで，わたくし達が実際には，
見込み作業をしていないことを理解して欲しい。われわれは四六時中，製品
のために個人の生活を犠牲にしているのです。行政システムは，人々が働く
ための刺激にはなりえません。」
(M)「あなたは，いま，何かおもしろいアイディアをおもちですか。」
(S)「いつでもあるとも。しかし，アイディアと現実的な構造との間には，
大きな乖離があるものです。経験あるモデルを作らなければならない。実験
場は長年にわたって『タプリヤー1102」の製作準備に従事している。わた＜
しは，そこへ新技術をごまかして持ち込むことができませんでした。
実験場は，事実上，ないに等しい。わたくし達は，ほとんどテストらしい
テストをしていないのです。いったい何をしているのか。繰り返して言う
が，わたくしは表立って所長に反対していないが，実は所長も，何もできな
いのです。所長は『4102」を売りに出す必要があるか。必要がある。彼は誰
にそれを許可するのか。 さあ，設計技師と試験官を送りこもう。言おう，
今，必要なのだと。しかし『今日』は，すでに長い年月に延びてしまってい
る。その結果， こういうことになるのです。『思いつきがあり， 実現化し，
実験を行い，金属で車を作り，よい結果が生まれ，欠陥を示さない』という
ような…。
38(38) 第 37巻第 1 号
「何々のために』作るということは，総じて不可能です。生産設備の可能
性においてみなければならない。自動車のような技術品は長くは待ってはい
られないのです。しかし，ある期間は必要です。とはいえ，もし20年もたっ
てしまったならば，すぺてなされたことは誰にも必要でなくなるのです。」
(M)「しかし，実験施設は固有の任務を課されていたわけでしょう，昨日
もおとといも。もし指導部がその状況を見ていたのならば，そしてあなたも
疑問に感じたのならば，どうしてそのような実験基地を作らないのですか，
他の目的のために使用されることのない基地を。それとも，どのような基地
が設置されても，それらは生産用となるのですか。」
(S)「全くそのとおりだ。悪循環なのだ。すべてが奈落の底へ落ちてゆ
く。」
(M)「でも，『バズ」（ボルガ自動車工場）には実験場がありますね。そこ
では実験目的に用いられている……。」
(S)「『バズ』でのように理想的にはいかない。彼らは設計技師の力で人参
を育てているのだ。コルホーズ指導下に，彼らに50ヘクタールずつの土地が
与えられており，彼らは種を播き，収穫せねばなりません。労働者の質にお
いてコンベアーも送りこまれています。わたくしにはこのことがよく理解で
きます。イタリア的構造になっていたので「バズ」ではことが簡単に進行し
ていくのです。まだわずかの時間しか経過していないが，彼らのところでは
『自分の土地」の上に立っているのです。」
(M)「ここで，『ロシア的転換」について話していただけますか。あなた
の工場では確立した有益な経験がありますね。現在，企業は 2年間，コンバ
イン生産を自動車生産に切り替えています。たとえ大したことはないにして
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も，それでもやはり自動車です。恐らく多くのことを学ばれたことでしょう。
なのに，何年間も新しい自動車が生まれてこない。なぜ仕事の状況が悪くな
る一方で，よくならないのですか。」
(S)「またその質問は，わたくしの職務に関する域をこえています。そう，
しかしあなたの言うことは正しい。わたくし達は最初の自動車を不毛の土地
で， 2年間かかって準備をしました。 2番目も，やはり 2年を要しました。
それは1966年に製造準備が完了していました。すでに1969年5月から，古い
型の自動車は 1台も製造されていません。モデル『A』からモデル『M』ま
での移行は，すでに 4年続けられていました。わずかに車高はかえましたが，
シャシーには手をつけませんでした。現在のモデル『1102』は， 1980年(/)
から着手され準備され始めたのです。」
(M)「あなたは主任設計技師で，あなたの後には知的な強大な集団が控え
ていますね。彼らはこの国の事情をどのように理解しているのですか。もし
彼らが事態の推移を一部始終みていたとすれば，彼らには耐えられないので
はないですか。理知的な人は，その労働の果実を見る必要がありますよ。」
CS)「まず第一に，あなたは対談相手として，間違ってわたくしを指名し
ました。自動車産業には主任設計技師など存在しません。わたくしの地位は，
主要な設計技師たちの総指揮者です。実態はこのような官僚的な呼び名から
はほど遠いものですがね。おおむね，主任設計技師というのは，一般に通用
する呼称です。ところで，不始末をしでかしたわけではないのですが，わた
くしはいま，技術スタッフから行政の方へ回わされてしまいました。
しかし言わなければならないことは，わたくしたちは総じて何に対しても
満足しない，すべてに対して満足が得られないということです。だからこそ，
遅れないようにと新しい車に対しても，毎年アレンジをしているわけです。」
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(M) 「しかし，いつも「追いつく段階を発見した』と••…·。」
CS)「そうです。なぜなら，現在の状況をベースに考えるならば，何らか
を根本的に変えることは不可能だからです。工場の指導部，省，さらに国家
の指導部がこれに協力しているのです。要するに，多くの要素が工場内部の
経済関係に組み込まれていて，変革を邪魔しているのです。」
(M)「もしかすると，経済関係が第一義的なものとなっていませんか。設
計技師の思考に対して，どのような経済コントロール・レバーが与えられる
べきなのでしょうか。」
(S)「過去30年間，『わたくし達は設計技師として何をなすべきか」につ
いて，何度も議論してきました。現在でも，その問題は未解決のまま残って
います。わたくしの見解のなかで建設的な提案の 1 つは，防衛産業—もち
ろんそれだけではありませんが一ーの道を進んでいくことでした。企業幹部
と設計技師とを別にする。国家専門設計事務所に所属する最も優秀な人材を
集める，すなわち生産組織と分離した設計技師組織をつくるのです。ここに
は管理者は介入しない。なぜなら，設計技師組織の定員としての権威をなく
しているので，管理者の多くは不必要なものとして抹消されているからです。
しかし，果たしてこれは効果的な方法だろうかという疑問も残ります。工場
に生産組織に付随するグループが残りはしないだろうか，実際に航空産業で
経験されたように。新車は，支配機関から独立して製作されればよい，つま
り，新しい技術のために，新しい形の自らの時間をつくり出すことが保証さ
れたらよいのにと思う。
しかしながら，どれほどこの問題に懸命にとり組もうとしても，次の瞬間
には気力が萎え衰えてしまうのです。よい例があります。例えば航空エンジ
ンの設計技師事務所があるとします。彼ら設計技師はいくつかの工場で働
き，いつも製品をより完全なものにしてきました。一方，工場長は執行者で
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す。彼は製品を販売するのですが，わたくし達の分野では，このことが根付
いていないのです。なぜわたくし達のところでは，この言葉をもっとよく理
解している設計主任がいないのか。ここでは別の主任が，何を，いっ，どの
ようにするかを指示します。彼には新しいものに対して心配したり不愉快な
思いをするよりも，命令する不安の方が気が楽なのです。わたくしは，「コ
ムナール』について具体的に話していないが，このシステムについても同様
なのです。
わたくしは，次のような考えをもっている。 10年ほど前， ドミトロフ自動
車試験場に設計技師事務所を設置して優秀な設計技師を集めたいと思いまし
た。これを実現するのに，連邦にとってそれほど高くつくものではありませ
んでした。しかし，誰もそうしなかった。設計技師の職務が独立採算制に移
行された時と同様に，これを恐れたのだと思う。何が悪いのだ。何か立案す
る予算措置をノ邪魔するな，設計技師を分離させて欲しい一一多く働こうと
している者と少なく働こうととしている者を―。わたくし達設計者は，独
立したバランスの上に位置していなくてはならない。すべてがうまく行くた
めには，わたくし達のところに実験場と試運転場が是非とも必要なのです。」
CS)「このようなシステムに関して，設計技師たちは国家に選択を迫るこ
とができます。自動車を盛んにしている経済状況では，国家がそれを買うの
です。容易に手に入れることはできないのでしょうか，どうですか。」
(S)「ええ，立案の大部分は採用されるでしょうね。」
(M)「競争の奨励という銀点から，このような設計事務所が国内にいくつ
か設立されることも可能ですね。」
(S)「もちろんですよ。自動車貿易省の主要な機能は科学技術進歩の促進
にあらねばならず，今日のように，「物』の追求にあってはならないのです。
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自動車貿易省は，技術政策に関する最も重要な方針に対して融資することも
できるでしょう。このようなことは，世界中のどこででも実施されているの
です。わたくし達は，設計事務所を生産から分離させ，国にある種の頭脳中
枢を作り出せばいいのにと思いますよ。」
(M)「必要性の理解如何によって可能性は確立されています。家計のよう
に，何かに対してカネが必要な時には，わたくし達は別の支出を抑えること
でやりくりする••…•。」
CS)「そうです。自動車の新モデルヘの移行の必要性はあるのですから。
しかし，それは現在の経済の指導者の感じる不愉快さとは全く比較になりま
せん。彼らが交代すれば，山ほどのモデルが出てきますよ。
わたくし達は，従来どおり，指令の力の秩序を見つけようとするでしょう。
国家が受け入れるような状況を作り出す必要があります。わたくし達はそれ
を誤解し，すべてを禁ずる習慣を身につけているのです。人生自身が目的に
従って，有利に暗示しなければならないのです。政府が品質を命令する必要
はありません。ここでは，良質の製品を生産している生産者の利益が必要に
なるのです。」
(M)「しかし，それは市場の飽和と競争の発生という状況を生じさせるで
しょう。そうなれば工場は，付加価値の高いクラスの自動車を製造できるで
しょう。また，そうであらねばならないのです。」
(S)「そうです。これはもうある種の出口なのです。願わくは，自動車を
契約価格で販売することが許可されればよいのですが……。
今日，『つかまえて，自由にしない」という原則は通用しません。それは機
能しないのです。われわれは，新しい形態を捜し求めなければなりません。」
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ロシア・ソ連自動車概史
(43)43 
年次
?
容
1830 I 砲架作り職人のヤー・ヤンケヴィッチ，最高時速 30km超える蒸気「高速車」
を設計
1837 I 技師のヴェ・グリエフ，「木煉瓦道路および陸蒸気船」の建設会社設立を提案
し初めて無軌条自動式乗り物の経済的・国家的意義明らかにす
1860 I 機械工のアンモス・チェレパノフ，鉱石運船用の蒸気車製作
発明家のグチコフとソロドヴニコフ，最高時速 25km出す蒸気車完成
1879 I 技師オ・エス・コストヴィッチ，ガソリンで作動する内燃機関設計c:>1882~84
年にペテルプルグのオクチェンスカヤ造船所で製作
1882 技師プチロフとフロボフ，ガソリン自動車を製作，定期的運行
1907 モスクワとペテルプルグ，自動車の最高時速を 20km/時に制限
1909 Iルソ・バルチック製作所，多くの輸入部品使用しロシア初のガソリン自動車組立
て
1919 I (米）フォード社，ロシアの私企業イワン・スタチェフ・アンド・カンパニーと
ツーリング・カー 400台納入契約⇒実際に238台納入するも売掛金のうち 4,851ド
ル1セントこげつき
1922 (米）フォー ド社， ソ連に乗用車261台， トラック56台， トラクター 268台輸出
1923 (米）フォード社，ソ連レニングラードにフォードソン・トラクター製造工場設
立
「ソ連の自動車はソ連の手で」という政府決議に従いモスクワにアモ工場（後
にスターリン工場に改称）建設に着工。 1.5トンのトラック生産
ソ連の長距離自動車走行史始まる
19241 (米）フォー ド社， ソ連に乗用車61台， トラック154台． トラクター 3,108台輸出
最初の国産トラック「アモ—エフ 15」，ソ連長距離走行（レニングラードーモス
クワークルスクーモスクワ）に参加，完走
1925 I ~)フォード社．ソ連に乗用車 162台， トラック 463台， トラクター 1万515台
輸出
1925 Iヤロスラヴリ市に自動車工場新設， 3トン・トラックの生産開始
44(44) 第 37巻第 1 号
年次 内 容
1928 I 第1次5カ年計画 (~1932)初年の年ソ連に総数1万8,700台の自動車（全て
外国製）存在
19291 5月 スターリン発案によりアモ工場の一大改革に着手⇒全製品を自家製で賄
うため（米）フォード社の技術導入，研究所や技術者・販売員の養成所開設，労働
者教育実施，スターリン自動車工場と改称
1930 I ソ連最初の組立て自動車ライン・オフ）
自動車生産台数4,426台（乗用車160台， トラック・バス4,266台）
1932 I ゴーリキ市にモロトフ工場操業開始c:>(米）フォ＿ド社，（英）オ＿スチン社援助
下に建設の欧州最大自動車工場。ソ連第1次五カ年計画中に完成の最重要工場
ソ連に7万3,000台の自動車， うち70彩はソ連国産車
第1 次五カ年計画生産台数
年
生産台数 登録台数（各年末）
I 
計 Iトラック 1乗用車 l
I 
計 |トラック 1乗用車
1928 839 18,700 
29 1,748 
30 3,340 + 5,185 
芦車31 3,182 +17,395 32 23,886 + 1,526 73,000 
1933 I 「スターリン記念モスクワ自動車工場」 (1956年リハチョフ記念に変更）とゴ
ーリキ・モロトフ工場ライン・オフの33台の自動車，モスクワーカラ・クムーモ
スクワ約1万kmの耐久レ＿ス⇒信頼性，燃料消費量，走行速度，ェンジン耐久
性に及ぽす空気清浄器の影響，ソ連製ゴムで作った新タイヤの特性など検査
1937 I 第2次五カ年計画最後の年 (1933~)の自動車年産20万台，自動車工業労働者
6万7,100人，総生産高 18億2,960万ルー プル， 労働者1人当たり生産高6万
7,300ループル(7,000ドル， 1929年米国自動車労働者1人当たり生産高1万6,000
ドルの42.5彩に相当），労働者1人当たり生産台数3台 (1935年の英独では1.5~
2台），労働者の平均月収250ループル
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容
五計 生産台数 登録台数（各年末）
象画
年代
計 トラック［乗用車 計 トラック1乗用車
生産車種
1933 49,667 39,467 10,200 105,000 トラック
第
1譴58屯屯積積 ガズ AA34 72,466 55,366 17,100 181, 000 147,000 34,000 ジス 5
ャズ 3,4,6
35 96,592 77,638 18,954 245,600 201,500 44,100 ャズ 10
36 137,950 134,250 3,700 352,820 306,425 46,395 
乗用車
84気気筒ジス 101 次 ガズ A37 200,400 182,160 18,280 514,440 449,344 65,096 ” ガス:-M
19381 モロトフ工場での1.5トン・トラック (3,280cc, 4気筒， 40馬力） 1台生産の
基準
労働人時 94.68 
1933年 312.6
1934年 157.0
1935年 128.2 
（単位：人時）
1936年
1937年
1938年
、?????
?
?
??
1939 [ 4月 ヒトラーのVWの向う張り労働者の生活必需品化する目的で小型乗用車
の量産計画（モロトフ工場改造着手）
1942 [ スターリン，戦争真中に高官用高級乗用車生産命ず (1945年に 8人乗乗用車
ZISllOとして実現）
ソ連の自動車生産台数
五計 生産台数 登録台数（各年末）
象画
年代
トラック［乗用車 Iトラック 1乗用車
生産車種
計 計
1938 210,731 183,756 26,975 677,997 592,610 85,387 トラック
第
1.5屯請積積 ガズ 5139 215,000 188,200 26,800 750,000 650,000 100,000 3  ジス 15
5 ヤズ 7
40 *260,000 1,009,000 839,000 170,000 7 ヤズ 8
41 *308,100 
乗用車
8t翡気筒ジス 103次 ガズ 1142 *400,000 キム 10
＊は計画台数
46(46) 第 37巻第 1 号
年次 内 容
1944 I 合衆国，ソ連に34万5,000台の自動車供給
1947 I 独自設計の中型乗用車「ボペイダ」 （勝利の意）を一般大衆車として発売
1948 I ソ連自動車・エンジン研究所，石炭・薪で走る水管式ボイラーと 3気筒の複動
式蒸気機関搭載車製作
小型乗用車「モスクビッチ」（モスクワの子の意），オペル真似て作られ1万800
ルーブルで販売
1950 I 中級車「ジム」発売
ソ連の自動車生産台数
五計 生産台数 登録台数（各年末）
象画年代 計 Iトラック1乗用車 計 Iトラック1乗用車 生産車種
1946 113,500 
乗用車
第 ジス 8気筒
47147, 700 ジム 6気筒
四 48 219,000 ボペイダ 4気筒
49 290,000 他にバス
モスクビッチ 4気筒
次 6,400 
バス
50 423,000 428,000 
ジス 28人乗他
その他
1951 I 世界初の自動車用ヒ°ストン自動製作工場完成⇒生産工程が全面的に自動的に稼
働（鋳造過程，複雑な熱加工， 2ミクロンまでの精密機械加工，製品ヒ°ストンの
選別包装に至るまで）
19521 ワゴン型構成の乗用車「ナミー• 013」登場
1955 I C米）GM, 中共を除く対共産国禁輸方針変更。政府に照会後引き合いに応じる
姿勢
超小型乗用車「ビェールカ」（りす）試作
ソ連の自動車生産台数
翠：年代1 計生 I~ラ?ク~用車I: 録~::「；用車
第 1951450, 000 2. 580, 0001, 935, 000 619,200 
五
次 52400,000 1,800,000 
生産車種
トラック
ガズ 2屯車他
ジス 4屯車他
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年次 内 容
1953 500, 000 458, 700 41,300 
54※ 
55 480,000 
※は計画台数
(47)47 
ャズ 9屯車他
マズ27屯ダンプ他
その他
1960 I 自動車生産台数 523,591台（乗用車138,822台， トラック・バス384,769台）
商用車輸入台数 3,268台
乗用車保有台数 600,000台（人口1,000人当たり 3台）
1961 I 自動車生産台数 555,330台（乗用車 148,914台， トラック・バス 406,416台）
1962 I 自動車生産台数 577,500台（乗用車 165,900台， トラック・バス 411,600台）
1963 I 自動車生産台数 587,012台（乗用車 173,122台， トラック・バス 413,890台）
1964 I 自動車生産台数 603,100台（乗用車 185,200台， トラック・バス 417,900台）
1965 I 自動車生産台数 616,000台（乗用車 201,000台， トラック・バス 415,000台）
商用車輸入台数 2,221台
乗用車保有台数 1,000,000台（人口 1,000人当たり 4台）
1966 I 5月 （伊）フィアット社， ソ連に8億ドルの乗用車製造フ゜ラント（年産能力）
の輸出決定
10月 （仏）ルノー公団，ソ連との自動車協定調印⇒「モスクビッチ」の生産工
場を年産30万台にまで拡張
ソ連のコスイギン香相，自動車生産を1965年の61万6,000台から1970年に150万
台へ増産予定と声明
自動車生産 675,300台（乗用車 230,200台， トラック・バス 445,100台）
1967 I 空冷式国産小型乗用車第1号「ザボロスヘッ」を完成
自動車生産 728,800台（乗用車 251,400台， トラック・バス 477,400台）
1968 I 英・ソ科学技術協定締結され「自動車および関連部品工業に関する英・ソ共同
作業グループ」設立
自動車生産台数 800,900台（乗用車 280,300台， トラック・バス 520,600台）
1969 I 自動車生産台数844,300台（乗用車 293,600台， トラック・バス 550,700台）
1970 I (西独）ダイムラー・ベンツ社，ソ連のカザニ付近に自動車工場建設計画
総 (48)
年次
第 37巻第 1 号
内 容
9/11 フランスとソ連，大トラック工場建設の仮協定に調印I)
自動車生産台数 922,000(乗用車 352,000台， トラック・バス 570,000台）
自動車輸出台数 129,100台
自動車輸入台数 9,595台
乗用車保有台数 1,650,000台（人口 1,000人当たり 7台）
1971 I 6月 （米）マック・トラック社，ソ連がタタール共和国に建設予定の大トラッ
ク生産プラント用の機械・技術を供給する総額7億ドルの契約を暫定的に結ぶ
11/5 米政府当局者，ソ連のカマ川岸に建設予定のトラック工場用のプラント
輸出について近く相当数の輸出認可を与える予定と表明
12/9 (米）フォード社に工場建設打診
〔国別自動車登録台数及び自動車1台当りの人口数〕
国 名 I 叫悶）車 I ;;（台;）ト 1 総（台）計 喜人贋口数屁 人台自動当口車数りの1 
US A 89,279,864 19,127,442 108,407,306 2 2 
西 独 14,376,484 1,228,406 15,604,890 4 4 
フランス 12,290,000 2,114,750 14,404,750 4 4 
イギリス 11,792,500 1,910,000 13,702,500 5 4 
イタリー 10,209,045 929,363 11,138,408 5 5 
日 本 8,778,972 8,802,871 17,581,843 12 6 
カナダ 6,602,176 1,481,197 8,083,373 3 3 
ソ 連 1,650,000 4,600,000 6,250,000 147 39 
中 国 133,000 480,000 613,000 5,711 1,239 
1972 I 2/16 米商務省，ソ連が建設計画中の世界最大のトラック（カマ川岸）向けに
36億6,700万ドルの追加資材輸出を認可
7/25 (米）クライスラー社，排気ガス浄化装置の触媒用バラジウムの購入問題
につきソ連と話し合い中と公表 (10万オンス，約580万ドル分）
10月 ソ連中央自動車研究所，自動車の一酸化炭素ガスを25~40彩削減可能な
大気汚染防止装置を発明
72年度生産実績137万9,000台一乗用車73万台， トラック 59万7,000台，バス等
5万2,000台
19731 3/7 ソ連の科学者チーム，銅・クローム・アルミナを材料の自動車排気ガス
処理用新触媒を開発。有害物質をほぽ完全に除去可能
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年次
? ?
1973 I 4/5 (米）サトラ社 (NYに本拠を置くソ連製品輸入業者），ソ連製乗用車「ラ
＿ダ」を75年から発売と公表⇒「ラーダ」は無鉛ガソリンで走行可能なうえ75年
の排ガス基準にも合格
4/7 「ラー ダ」， NY自動車ショ＿に初展示
自動車生産台数 1,602,000台（乗用車917,000台， トラック・バス685,000台）
自動車輸出台数 286,569台（乗用車247,400台， トラック37,176台，バス1,993
台）
1974 I 6/27 訪ソ中のニクソン米大統領， ブレジネフ・ソ連共産党書記長に GM製
「シボレー・モンテカルロ」（冷房， FMステレオ， パワー・ステアリング付，
ツードア・クーペ，ボディは白と銀色のツートン・カラー，内装は赤，価格5,578
ドル50セント）贈る（同大統領は72年にも同書記長に「キャディラック」をプレ
ゼント）
11/19 米運輸省，運輸協力に関する米ソ合同会議の第2回会合 (11~13日，
於ワシントン）で両国間の運輸協力計画拡大で合意と発表¢73年6月モスクワで
開催の米ソ首脳会談の結果に基づき今回の合同会議で①協力計画を都市交通など
にも拡大，②将来の運輸技術に関する協力関係を討議する作業部会の設置など決
定
自動車生産台数1,846,000台（乗用車1,119,000台， トラック・バス727,000台）
自動車輸出台数339,919台（乗用車302,459台， トラック35,133台，バス2,327
台）
1975 I 自動車生産台数1,964,000台（乗用車1,201,000台， トラック・バス763,000台）
自動車輸出台数 309,685台（乗用車274,206台， トラック33,503台，バス1,976
台）
商用車輸入台数 20,422台
乗用車保有台数 4,730,000台（人口1,000人当たり19台）
1976 I 6/14 水を動力に走る乗用車開発⇒ガソリン・タンクの代わりに搭載の小型
の化学反応装置が水から水素を発生させ動力，排気は水蒸気のため公害の恐れな
し
9月 ハリコフ道路建設専門大学，電気駆動のレーシング・カー開発⇒最高時
速200km,車体は合成樹脂張りの流線型，長さ 7m,総重撒％トン
自動車生産台数（概数） 1,850,000台（乗用車 1,120,000台， トラック・バス
730,000台）
50(50) 第 37巻第 1 号
年次 内 容
1976 ¥ 自動車輸出台数397,108台（乗用車360,148台， トラック34,872台，バス2,088
台）
商用車輸入台数 22,880台
乗用車保有台数 5,660,000台（人口 1,000人当たり22台）
1977 ¥ 自動車生産台数 2,014,000台（乗用車1,280,000台， トラック・バス734,000台）
乗用車輸出台数 377,789台
乗用車保有台数 6,644,000台（人口1,000人当たり26台）
1978 ¥ 1月 輸出公団アフトエクスボルト，米貿易商社サトラ社通じ 1,500cc, 4ド
ア・セダン「ラーダ1500S」を来秋から米市場で販売計画
自動車生産台数（概数） 2,151,000台（乗用車 1,312,000台， トラック・バス
839,000台）
乗用車輸出台数 403,016台
乗用車保有台数 7,494,280台（人口1,000人当たり29台）
1979 ¥ 10月 訪ソ中のGMのクラウス東欧貿易開発担当取締役， GMはソ連から自動
車設備買付けを検討，現在ソ連当局者と工作機械と部品購入の可能性巡り交渉中
と語る⇒マーフィー会長， GMは中ソ両国から自動車部品や工具買付けと同時に
双方に自動車部品か完成車の販売可能性に関心と表明
10月 レニングラード地域中心に貨物自動車用燃料としてガソリンに代って圧
縮ガスの利用急増。掛ガス中の有毒質蓋を％に減少可能
12/26 (西独）アウディ •NSU社，ソ連と中国が同社製のロータリー・エン
ジン(RE)に関心と発表⇔ソ連代表団は1月に同社工場視察，中国は同社技術員
など招請
1979 I 自動車生産台数 2,165,000台（乗用車1,415,000台， トラック・バス750,000台）
乗用車輸出台数 394,860台
乗用車保有台数 8,254,680(人口1,000人当たり31台）
1980 I 1/21 クラツニッツ米商務長官， 1970年代前半に米国の技術援助で建設のソ連
カマ河トラック工場向け電算機予備部品の輸出許可を全て取り消すと発表。同エ
場製トラックがソ連のアフガニスタン侵攻に使用形跡あるため
3/11 タス通信，西独ボルシェ社がボルガのトリアッチ自動車工場生産の乗用
車改良にツ連専門家と共同で取組むと報ず
3/22 (伊）フィアット社，ソ連のトグリアチグラード自動車工場（フィアット
が建設）を約20億ドル投じ拡張する計画をソ連と交渉中を確認
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年次
?
容
1980 I 4月 （米）サトラ社， 81年からソ連製乗用車「ラ＿ダ」を米国で発売計画と公
表。 8朗三までに年間5万台販売予定⇒サトラ社は76年に米国販売発表するも米国
での安全・排ガス規制などにひっかかり登場遅延
5/8 米商務省，カマ河トラック工場向け組立てライ汎劃戒の輸出禁止と発表
6月 ソ連のビクトル・ザボドフら燃料・環境保護実験室の学者グループ，石
油に代わるより経済的な新エネルギーとして，水混合ガソリン製造の工業的装置
の開発に成功
12月 rモスクワ・ニューズ』，チャルコフ市自動車・道路建設大学学生が最
高時速 400kmのスヒ°ード出る実験車完成と報ず
自動車生産台数2,195,000台（乗用車1,330,000台， トラック・バス865,000台）
乗用車輸出台数328,782台
乗用車保有台数9,249,934台（人口1,000人当たり35台）
1981 I 3月 ソ連が日本（日産，本田）や西欧自動車メ＿カーに引き合い中のモスク
ワ乗用車工場の建設（ライン増設）は（仏）プジョー•シトロエンが提携相手の最
有力侯補に。受注成功すれば（伊）フィアットに次ぐ2番目の「赤い乗用車」生産
協力会社
3月 第11次5カ年計画 (81~85年）で新モデル導入や旧モデル手直しによる
自動車工業近代化を推進
11月 イーグルトン米上院議員（民主，ミズーリ）とゲッパート下院議員（同，
同），レ＿ガン大統領に書簡送りソ連製トラック「ニバ」の米国内販売計画阻止
のため必要措置講じるよう訴えc:>「ニバ」はNYのサトラ社が輸入・販売予定。
環境保護庁の排ガス規制テストに合格，あと燃費テストに合格すれば販売OKの
状態
自動車生産台数（概数） 2,230,000台（乗用車1,350,000台， トラック・バス
880,000台）
乗用車輸出台数 253,041台
乗用車保有台数 9,630,883台（人口1,000人当たり36台）
1982 I 4月 ソ連の電源研究所トルクメン支部で太陽エネルギーで走る自動車（小型
バス）テスト中
自動車生産台数（概数） 2,160,000台（乗用車1,285,000台， トラック・バス
875,000台）
乗用車輸出台数 252,415台
1983 I 自動車生産台数（概数） 2,120,000台（乗用車1,250,000台， トラック・バス
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19831870,000台）
自動車保有台数20,104,436台（乗用車11,006,585台， トラック・バス9,097,851
台）
乗用車輸出台数 237,901台
1984 I 自動車生産台数（概数） 2,140,000台（乗用車1,265,000台， トラック・バス
875,000台）
自動車保有台数19,250,000台（乗用車10,500,000台， トラック・バス8,750,000
台）
乗用車輸出台数 243,623台
1985 I 3/5 (仏）ルノー公団，ソ連と推進中の自動車生産施設の大型プラント輸出計
画を中止と発表⇒ソ連，ルノーを批判
7月 米ソ混血車カナダで誕生の可能性⇒カナダのヒ°ーター・デニス・モータ
一社（旧社名ラダ・カーズ・オブ・カナダ）がソ連の四輪駆動車「ニバ」をカナ
ダで組立てる際主要部品の一部にGM製品使用計画
自動車生産台数（概数） 2,130,000台（乗用車1,260,000台， トラック・バス
870,000台）
自動車保有台数20,000,000台（乗用車11,000,000台， トラック・バス9,000,000
台）
乗用車1台当たり人口数25.4人（総人口2億7,990万4,000人）
乗用車輸出台数 265,535台
自動車新車登録台数1,794,000台（乗用車994,000台， トラック・バス800,000
台）
1986 I 自動車生産台数（概数） 2,165,000台（乗用車1,290,000台， トラック・バス
875,000台）
自動車新車登録台数1,970,000台（乗用車1,100,000台， トラック・バス870,000
台）
乗用車輸出台数 305,540台
1987 I 6月 トリアッチ自動車工場での小型乗用車「WAS-1111」プロジェクト，
部品不足で遅滞，開始時期8昭三末にズレ込む見通し
6月 レーニン・コムソモール自動車公団 (AZLK), 91年から米国市場で乗
用車販売計画
7月 プーギン自動車工業相，フィンランド訪問しソ連自動車工業はフィンラ
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1987 Iンドの自動車販売会社コネラ社との協力拡大希望と表明
8月 ゴルバチョフ政権，経済計画変更の柱に自動車工業指定2)
10/2 プッシュ米副大統領．「ソ連の整備士， 米国で働いて」と軽口。 UAW
から非難”
10月 ソ連自動車工業の代表，数年以内に米国ヘソ連製乗用車の輸出計画と公
表。品質面の競争に課題
10月 モスクワ市内に二輪車の暴走族出現，事故多発， GAI (国家自動車監
督局）監督官の命令無視のため取締り⇒酒気帯び運転 100ルーブルの罰金と長期
免許停止，無免許運転10~30ルーブルの罰金，スヒ゜ード違反10~30ルーブルの罰
金
12月 ソ連自動車産業省，低公害車の生産計画まとめ遅くとも90年までに新排
ガス規制実施，排ガス量を今より15~20%低減意向
1988 I 4月 ソ連自動車産業省のモロゾフ副大臣デトロイト訪問．米国車（欧州フォ
ード社のスコーピオ）をソ連国内生産意向⇒フォード社ソ連に大関心，代表団派
遣。米ソ相互交流活発化
4月 ソ連政府，将来のガソリン不足に対応，ガス自動車（圧縮天然ガスまた
は液化天然ガスを燃料とするトラックやバス）の普及を企図し量産開始4)
6月 ソ連中央自動車・オートバイ研究者，ディーゼル・エンジン燃料の80%
をガスに変える技術開発⇒排ガス中の不純物半減， 自動車スピード不変，積載条
件で安全性高く燃料効率良好
6月 ミンスクのベラフトマッ工場がボディ担当，西独MANがエンジンその
他部品供給の独ソ共同開発トラックMAZ,ハンブルク国際交通博覧会で初公開
7月 ソ連自動車メーカーのアウトザス（ウクライナ共和国ザボロジ）とカナ
ダ自動車部品メーカーのマグマ・インターナショナル（オンタリオ州マーカム）．
モスクワで自動車部品製造合弁企業設立に調印。ソ連にとり自動車分野初の合弁
企業
7/18 ソ連自動車工業輸出公団のフバエフ第一副総裁，①今秋大型トラックを
対米輸出計画，②3年以内に乗用車「ラーダ」と「モスクビッチ」を米国に輸出
希望と表明
8月 ソ連自動車工業輸出公団首脳，①現在米グローバル・テクノロジ一社と
大型鉱山車両（ダンプトラック）の輸出につき交渉中・R乗用車を早ければ1年
半後に年間5万台米国で発売，などと表明
9月 トリアッチのアフトワス自動車工場，外貨収入の留保比率引き上げを機
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1988 Iに今後部品生産の強化に取り組む計画
10月 （西独）ダイムラー・ベンツ社のスポークスマン，ソ連と経済協力関係強
化につき交渉中，ペレストロイカ背景としての今後の対ソ関係について「あらゆ
る可能性探る方針」と言明
1月 三菱商事・三菱自工，丸紅•鈴木自エ（現スズキ）の 2 グループに対し
ソ連での小型乗用車の合弁生産と生産技術の供与を要請
12月 （伊）フィアット社，近くソ連にエンジン部品生産設備を輸出と公表
12/5 「オートモーテイプ・ニューズ」，ソ連政府とフォード社間の乗用車生
産・販売を巡る話し合い新段階，ゴーリキ市の自動車組立工場で欧州フォード社
の乗用車「スコーヒ°オ」を生産か否かが協議の焦点と報ず⇒欧州フォードのトロ
ットマン会長，双方は数力月前からの協議で秘密取り決めに調印と発表
12/5 フォード社のスボークスマン，ソ連政府と同国での自動車生産交渉に関
する秘密取り決めに調印と確認
1989 I 1月 モロゾフ自動車工業次官，今後乗用車産業育成に努力と強調 (95年まで
に230万台生産）
1月 タス通信，白ロシア共和国の自動車工場が初の対米輸出用ダンプトラッ
ク「ベラスク523」製造と報ず。近くロサンゼルス向け船積み
3/9 プギン自動車・農工機械製作相，ソ連初の低燃費軽乗用車「オカ」 (3気
筒， 750cc,40馬力）を外国自動車メーカーの協力で量産計画と発表
3月 ハンガリーのネーメト首相，ソ連のルイシコフ首相に同国がソ連，プル
ガリアとの共同乗用車生産プロジェクト参加に否定的意向表明
3月 ソ連に自動車工業専門の銀行設立⇒コメルツ・アウトバンクは自動車農
業機械工業省傘下，株主は70の自動車関係企業・団体が参加，ファンド2億5,000
万ルーブル
4/7 西独のハウスマン経済相，同国とソ連が経済委員会開催し VWとダイム
ラー・ベンツ両社がソ連自動車工業と合弁でソ連国内での生産協議と発表
4月 EC委員会，スペインに対しソ連製不整地用車（オフロード・カー）の
域内間接輸入禁止を許可
4月 ソ連とニュージーランドのエネルギー分野コンサルタントのリキッド・
フューエルズ・マネージメント・グループ社，ソ連の自動車用燃料としてCNG
（圧縮天然ガス）及びLPG(液化プロパンガス）供給の合弁会社（折半出資）
設立で合意
5月 （伊）フィアット社と（西独）ダイムラー・ベンツ社，ソ連自動車市場共同
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1989 I開発目的で協力可能性模索中
6/1 ソ連政府，道路交通法改正，違反者への罰則強化
6/13 英紙「フィナンシャル・タイムス』，（伊）フィアット社がソ連と共同で
モスクワ近郊に年産30万台規模の小型乗用車組立工場建設で交渉中と報ず
8月 ソ連自動車工業代表者， 90年代半ば目標に乗用車の生産能力倍増計画
（現在の年産130万台→95年以降260万台）と公表
10月 エリワン・トラック工場の近代化計画が大きな困難に直面
10月 ウクライナ共和国科学アカデミー総合技術センター所属のハリコフ科学
技術協同組合のスタッフ，他の一連の研究所と協力し自動車用高効率蒸気動力装
置開発
10月 ソ連初の株式会社組織の自動車企業年内に誕生の可能性濃厚
11月 レーニン・コムソモル自動車工場 (ASLK,モスクワ）， 乗用車「アレ
コ141」の輸出開始
11/29 (伊）フィアット社，ソ連と合弁でモスクワ南東 1,500kmのイエロプカ
に小型車生産工場建設の事業契約に調印⇒総投資額1兆8,000億リラでフィアッ
トは％出資，ソ連が西側の1企業と結んだ合弁契約として最大級，フィアットは
ソ連国内での外国自動車メーカーの現地生産第1号
12/15 ソ連東欧貿易会， 日本自動車メーカーと商社参加で来年4/17から 1週
間「モスクワ日本自動車工業展ー90」開催と発表
1990 I 1/28 「プラウダ』，ソ連で初の日本車見本市を4/17から 1週間モスクワで開
催と報ず
3/14 (仏）プジョー社，ソ連政府と同社最新モデルの大型車「プジョー605」
の現地生産・販売を行う方向で話し合い開始と公表
4月 （西独）ダイムラー・ベンツの自動車部門メルセデス・ベンツ，ソ連での
乗用車生産計画に加え東欧各国での販売強化に着手
5月 カマ・トラック工場，株式発行による近代化資金調達計画⇒90年代末ま
での設備投資需要36億ドルのうち49彩限度に株式を外国企業•投資家に向け発行
5月 ソ連自動車産業省と（伊）フィアット社，小型車「パンダ」のライセンス
生産交渉中。ソ連関係者に不満くすぶる
6月 カマ・トラック・コンビナートが株式会社に改組⇒株式49彩放出（外国
企業を含む個人・団体が株主），国が51彩所有
6/25 西独総合電機メーカーのシーメンス，ソ連自動車メーカーのモスクビッ
チと合弁会社設立しプログラマプル・コントローラー（製造ライン制御用のコン
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1990 Iヒ°ューター）を生産・販売と発表
6月 ソ連自動車産業省， 7月末に（伊）フィアット社とタタール自治共和国イ
ェラプガでの小型乗用車生産計画を正式協力協定調印予定
6月 ソ連自動車産業省，自動車用の冷延鋼板•帯鋼の不足深刻化，一部で危
機的状況と発表
7月 自動車企業モスクビッチ所属のレーニン• コムソモル工場， 92年までに
乗用車生産を年間18万台に引き上げ計画
10月 トヨタ，ソ連への自動車輸出増加に伴いモスクワ市に認定サービス工場
第1号店設立⇒ソ連自動車輸出入公団が実際の運営担当， トヨタと豊田通商が設
備，機器，技術指導及び費用負担
11/8 (スウェーデン）ボルボ社，モスクワ北部に自動車組立工場建設計画と公
表
11月 ソ連政府，独自開発し西側諸国に輸出予定のミニバン・プロジェクト外
貨不足のため暗礁に乗り上げ，（伊）カロッツエリア IDEAなどとの共同開発に
変更と発表
11月 （独）メルセデス・ベンツ社，ロシア共和国との協力事業の一環として同
社エンジンをハンガリーのバス・メーカーのイカルス社に供給，イカルス社工場
でソ連向けバス組立て計画
12/6 本田技研，ソ連自動車•農業機械省と二輪車，バギ＿車中心に幅広い提
携関係に入ることで合意と発表
12/7 本田技研， 10日付で「ソ連・東欧室」（今後市場拡大見込みのソ連， 東
欧地区での業務展開窓口）新設と発表
12/18 豊田通商，ソ連対外経済関係省と合弁でレンタカー事業に乗り出すこ
とで合意，基本契約に調印。トヨタ・グループ投資の露払い，来春営業
12/23 本田技研の川本信彦社長，ソ連との二輪車などに関する提携事業につ
き「米国からソ連は軍事力温存，国防費も下がらずとの指摘や危惧の念。ソ連と
の商談より先に東欧の二輪プロジェクト先行させたい」との意向表明
1991 I 1/2 コミン国家価格委員会副議長，今年前半に自動車価格を50~70彩引き上
げと発表
1月 （韓国）起亜自動車，ソ連自動車・農業機械工業省と技術協力推進で合意
噸ソ連中央自動車・エンジン研究所が持つ極寒・酷暑条件下での自動車性能試
験，③ソ連の持つ高度の鋳造・加工技術移転
2月 トリアッチのボルガ自動車工場(WAS)の従業員代表， WASの民営化
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1991 I• 株式会社化を決議⇒株式は同工場従業員と部品納入企業に配分の他ソ連政府や
外国投資家にも売却。従業員への株式譲渡は無償，過半数株はソ連側所有
4月 モスクワのSILトラック工場，資材・部品不足で倒産寸前
4月 ソ連最大の小型乗用車生産企業体モスクビッチ（レーニン・コムソモー
ル記念モスクワ小型自動車工場），国民車の大幅増産実現のため 7月メドに株式
会社に衣替え⇒連邦政府とロシア共和国に株式51形，残り49形分の一部（全体の
％）に外資導入計画
5月 （英）ローバー・グループ，シベリアのトボリスク市から警察向けなどの
乗用車合計144台（総額約100万ボンド）受注
5月 本田技研，商社の兼松と共同でモスクワはホンダ車ショー・ルーム開設
5月 米ハイテク企業のリットン，ボルガ自動車工業(VAZ)のエンジン部品
組立てシステムを総額4,500万ドルで受注， 92年半ばから納入
6月 （韓）ハン・ドゥク社，カザフ共和国の貿易公団クラマズ・インベクスか
ら中古車250ドルで受注， 70万ドルで輸出
6月 （独）ヘラウス社とソ連外国貿易公団アサルマズ，自動車排ガス浄化触媒
の製造・販売目的の合弁事業契約結ぶ
6月 東欧最大のバス・メーカーのハンガリーのイカルス社，ソ連とバス製造
の合弁企業設立に調印
7月 （伊）フィアット社幹部， ロシア共和国のシラーエフ首相と会談，ソ連自
動車メーカー「アフトヴァズ」とフィアット間で協力関係の強化確認
7/24 「ニュー ヨー ク・タイムス』， ソ連がボルガ自動車の資産（推定10億ド
ル以上）の30形を外国企業に売却計画推進中と報ず
7/25 米輸出入銀行，米国製自動車製造設備のソ連国営自動車会社モスクビッ
チ社への輸出につき融資保証行うと発表⇒モスクビッチ社が米クロス社から製造
設備購入時に融資を受ける総額3,890万ドルのうち3,380万ドル
8/20 日本自動車メーカー各社，ソ連のクーデターでゴルバチョフ大統領失脚
の報に「情勢見極め」の姿勢
8/22 日産の久米豊社長，ソ連のクーデターにつき「元の姿に完全に戻るかど
うか不明だがペレストロイカの流れは変わらないだろう」とし西側からのソ連へ
の経済援助のあり方が今後見直される可能性（積極的姿勢）との認識示す
8/29 英自動車製造・販売業者協会，ソ連自動車工業支援のため10月にミッシ
ョン派遣し技術セミナー開催と発表
9/5 トヨタと住友商事，共同でモスクワ市内にトヨタ車のショールーム開設。
同市での日本車展示室は本田技研に次いで2番目
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1991 I 10月 米ディーゼル・エンジン大手のカミンズ・エンジン社，ソ連にディーゼ
ル・エンジン製造の合弁企業（名称カム・ディーゼル）を現地企業カマズ社（タ
タール共和国）と折半出資で設立。バス・トラック用エンジン生産
11月 日産，ソ連でのアフター・サービス体制強化方針。現在2拠点から沿海
州に2カ所増設
11月 訪独中のエリツィン・ロシア共和国大統領とダイムラー・ベンツ・グル
ープ，広範な協力関係結ぶことで合意⇒第一弾は農業，建設中の作業用自動車工
場を共和国内に建設， 92年から年産1万台規模で生産開始
11月 トヨタ，ソ連南部2カ所（サマルカンド市郊外に豊田通商など3社とタ
シケント市郊外に住友商事など2社と）に自動車整備・サービス工場新設。既設
3カ所（モスクワ，ハバロフスク， ウラジオストク）含め5カ所に
12月 三井物産，来春メドにロシア共和国ペルミにトヨタ車のサービス・セン
ター開設計画
12/20 訪伊中のエリツィン・ロシア共和国大統領， 同国経営者団体との会合
でフィアット社がソ連自動車会社バズの株式33、彩取得する取り決めに 1カ月以内
に調印と語る
〔注〕
1) 9月8日から11日までの4日間， パリで開かれていた仏ゾ上級経済合同委員会
（仏側首席ジスカールデスタン蔵相， ソ連側首席キリリン副首相）で，フランスの
国営ルノー自動車公団の協力によるソ連の大トラック工場建設の仮協定が調印され
た。取決めによると，同工場はソ連のカマ川の河畔に建設され，年産15万台の規模
・総額10億ドルの資金が必要とみられ，ルノー自動車公団はこのうち約6,000万ド
ルを機械設備などで投資するほか，既設のソ連の乗用車「モスコビッチ」生産工場
近代化のため，ほぼ同額を投資する。この支払条件は年利5.9%で7年間を規定し
ている（『毎日新聞』 1970年9月13日）。
2)ペレストロイカ（経済改革）を推進するソ連のゴルバチョフ政権は， 自動車工業
の発展が経済全般に与える波及効果に着目，経済計画の練り直しに際して自動車工
業を重点部門に指定するようである。そのだめには近代的で力のある部品工業が育
っていかなければならない。
ソ連車ラーダの西独の輸入会社の首脳が明らかにしたところでは，ソ連側は西独
の部品メーカーを望ましいパートナーとみなしており， 9月のフランクフルト国際
自動車ショー (IAA)に合わせて自動車工業のハイレベルの代表団を送り，接触を
「ソ連の自動車事情」 [2〕（井上） (59)59 
図る意向であり，交渉相手としてはボッシュ，ヘラ，ゲーツ，ベンツ，イベコ，フ
アウン，クカ（ロボット）などが候補に上っている。
ラーダ車か生産しているソ連最大の自動車工場であるトリアッチのボルガ自動車
工場(VAZ)は技術的にすでに国際級にあり，他の工場も技術向上に努めている。
国内のモータリゼーション化を促進する狙いもあるが，外貨獲得手段としての乗用
車輸出の意味は大きい。ソ連は特に中・小型車（排気量1,600cc未満）に力を入れ
る構えである。この方面ではすでに価格競争力を持ち，丈夫で技術的にあまり手の
込んでいないソ連車が国際市場にかなり食い込む可能性もある。
ソ連の乗用車生産は年間 136万台程度， うち 80万台がラーダである。最近キエフ
で「VAZ」という名の新鋭の自動車工場が誕生しており，ここでは輸出力のある小
型車に専念，近く生産を開始する予定である。 ZAZがボルシェの協力を得て開発
した「サマラ」の成功に触発され，西側との協力の土懐は整ってきた。西独ラーダ
社は現在年間1億4,000万マルク相当の自動車部品をソ連に供給している。
なおラーダ車の西独での販売高は間1億マルク， 74年以来の累計販売は13万台に
達している。 1,200~1,500ccの市場では1.5彩のシ4アを握るに至っている。 （『日
刊自動車新聞」 1987年9月413) 
3)ブッシュ米副大統領が旅先のヨーロッパで「ソ車の戦車の整備士たちにデトロイ
トに来て働いてほしい」と口をすべらし，全米自動車労組などから非難を浴びて平
あやまりするという事件が起った。
米共和党の次期大統領候補の一番手で，今月中旬には出馬の正式表明を予定して
いる同副大統領。先月末からボーランドおよび西欧諸国を歴訪し，外交に強いとこ
ろを存分に PRして「大統領レースで点数をかせいだ」と見られていた。
ところが，気を良くしたあまりか，最後の訪問先のブリュッセルで2日に行った
記者会見で，「先ごろソ連軍が行った大演習には，戦車350台が参加したが，ェンコ
したのは 1台も無かったそうだ。これら戦車の整備士たちが仕事がなくなったら，
デトロイトに送り込んで欲しい。米国には今， そういう能力が必要だから……」
と，軽口をたたいてしまった。
この発言が報道されと，デトロイトはもちろん，全米の自動車工場で働く労働者
たちへの重大な侮辱だと，全米自動車労組 (UAW)が厳重に抗議したのを始め，
米国各地に副大統領非難のコーラスが巻き起こった。
副大統領は 3日，帰国の途につく直前に緊急会見を行い「ユーモアのつもりで，
大変まずいことを言ってしまった。感情を害された方々には， 心からおわびしま
す。だれを批判・非難するつもりもなかったことだけは，わかって欲しい」と平あ
やまり。報道関係者の間には「訪欧旅行のせっかくの成功も，軽口ひとつで帳消し
どころかマイナスになったのでは？」と同情する声も出ている。（『毎日新聞」 1987
年10月5日）
60(60) 第 37巻第 1 号
4)ガソリンなど内燃機関用石油系液体燃料の消費量は，全世界で年間4億トンと膨
大。しかもなお増え続けており，将来，内燃機関石油系液体燃料は不足する恐れが
ある。この対策としてソ連政府は，ガス自動車の生産とガススタンドの設置に乗り
出したもの。
ガス自動車はガソリン車，ディーゼル車よりも性能がよく，経済的なうえ，大気
汚染もない。性能面では，①耐久性に優れている，②ガソリン車を上回る発熱量が
ある，③着火性がよく，極寒地でも始動が容易，④オイルの“もち”がよい，⑤エ
ンジンの摩耗が少ない，⑥オクタン価が大きく (110)有害なアンチノック剤を加
える必要がない，⑦ガソリン車より高い圧縮比のもとでエンジンを動かすことがで
きる一ーという利点がある。
ガス自動車の燃費はガソリン車の3分の1に過ぎない。天然ガスは空気に混ぜて
使えるので，ェンジンの負荷が変わっても完全燃焼が可能で，有害物質の放出を最
小限に抑えることができる。ガス自動車の排気ガス中に含まれる一酸化炭素の量は
ガソリン車の4分の 1から8分の 1, 窒素酸化物の量はガソリン車の3分の 1。
半面，ガス自動車には，①燃料の補給が複雑，②ロスを防ぐ措置を講じなければ
ならない，③火災や爆発を防ぐ措置も講じなければならない一ーなどの欠点もある
が， これらの欠点を克服することは可能という。
このように性能，価格面でメリットがあることや大気汚染の心配のないことも，
ガス自動車の生産に乗り出した動機の 1つ。
ガス自動車の量産を始めたのはモスクワとゴーリキーの自動車工場で，現行5カ
年計画期末までに 100万台をつくる計画。これに伴いソ連政府は現行5カ年計画期
間中，全都市と大きな町に常設または移動式のガススタンドを 1,500カ所設置する
ことを計画している。 （『日刊工業新聞」 1988年5月13日）
本年表を作成するにあたっては，次の諸文献を参考にした。
中尾充夫「世界自動車工業概史』丸善， 1955年、 IO.A. 八OJ1MATOBC-
Kl1H: 《TTOBECTb06 ABTOM06l1J1E》-"MOJ10几A5IrBAP ,ll15I". 
1958. 〔錦織綾紹•藤川健治訳『自動車のすべて』理論社， 1960年〕，井上昭
-『アメリカ自動車工業発達史年表」山陽図書出版， 1975年，井上昭ー「ア
メリカ自動車工業日誌」関西大学経済・政治研究所， 1980年，同『米自動車
工業誌ー1980~1984-』同， 1985年， 同「アメリカ自動車工業誌ー1985~
1987ー 」同， 1990年，同『アメリカ自動車工業誌ー1988~1990-J同， 1991
年，『日刊自動車新聞』，『日刊工業新聞』，『日経産業新聞」など
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